



























そのとき： sonotoki> soNtoki 
目の中： me凹gaka> meNnaka 
















































c. ふきこみ： hu担komi>hu担~omi（注3)、ひきこむ： hi桓komu> hikkomu 































a. 目の中： me[non] aka> meNnaka、
僕の所： boku[not] okoro > bokuNtokoro 
b.世の中： yo[non] aka> *yoNnaka、
























目の中： meQQQaka> meNnaka、目の所： me!!Q_!okoro> meNtokoro、
目の玉： ma匹担ma>meNtama、雨の時： ame凹!oki> ameNtoki、
その時： so巴庄oki>soNtoki、この時： ko胚庄oki> koNtoki、
あの時： a墜些ki>aNtoki、






目の前： me!!.Q!!!_ae> *meNmae、目のかたき： me!!Qkataki>*meNkataki、
その方： so胚也ou>*soNhou、この方： ko~也ou>*koNbou、
あの方： a~也ou>*aNhou、
その分： so墜也ou>*soNbuN、この分： koQQQUN> *koNbuN、
あの分： aQQQuN> * aNbuN、
その前： sonomae>*soNmae、この前： konomae>*koNmae、
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: a.音声上の変異の段階： ！ b．撥音への再構成：可 ~IN/ 
i 9 
否： ►/no/

























a.撥音形が容認されるグループ： ／N/= [n] 
目ん中： me[n] naka、目ん所： me[n] tokoro、目ん玉： me[n] tama、
雨ん時： ame[n] toki、そん時： so[n] toki、こん時： ko[n] toki、
あん時： a[n] toki、そん次： so[n] tugi、こん次： ko[n] tugi、
あん次： a[n] tugi、そん中： so[n] naka、こん中： ko[n] naka、
あん中： a[n] naka 
b.撥音形が容認されないグループ： ／N／キ [n]
＊目ん外： ＊me [N] soto、＊目んほう： ＊me [N] hou、
＊目ん前： ＊me [m] mae、＊目んかたき： ＊me [ D] kataki、
＊そん方： ＊so [N] hou、＊こん方： ＊ko [N] hou、
＊あん方： ＊a [N] hou、＊そん分： ＊so [m] buN、
＊こん分： ＊ko [m] buN、＊あん分： ＊a [m] buN、
＊そん前： ＊so [m] mae、＊こん前： ＊ko [m] mae、





















C1 V C1 (V) 
I-― ― →  
[n] [o] [n] 
* C1 V C1 (V) 
| --―→ 
[n] [6] [m] 






































a.ぼくのうち（家） ～ぼくんち： boku~迎i> boku [n] ti 
（類例：私のうち～私んち、彼のうち～彼んち、あなたのうち～あなたんち、
彼女のうち～彼女んち、山田のうち～山田んち）












く、 [no]の直後の [u]までもが脱落するというあり方を示すからである。試みに、 [u]
の脱落しない形で撥音が生じた場合を想定してみると、その容認性が極めて低いことが
分かる。
(16) ＊ぼくんうち＊boku[N] uti、＊わたしんうち＊watasi[N] uti 
このような形は、いわば「の」のモーラと撥音とを単純に置き換えただけの形であると
言えるが、「の」と撥音との交替を(10)のように記述してしまうとこうした容認されない形
























































































1. Clements、Honmaらの示した素性階層モデルでは、 Sagey(1986)によって Root節点 (RT)に直
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